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（１）人件費の状況　（平成25年度一般会計決算）

※平成25年度一般会計における市の歳出に占める人件費
の割合を示しています。人件費とは、一般職員の給料、
諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、特別職の
市長、議員などの給料、報酬などを含んでいます。
・平成26年４月１日現在の住民基本台帳人口／ 43,753人
・対象期間　平成25年４月１日〜平成26年３月31日

（２）職員給与の状況
　（平成26年度一般会計予算から抜粋）

※この図は、平成26年度一般会計当初予算に計上された
給与費の内訳構成を示しています。
・職員１人当たりの給与費は5,927千円です。
・職員数372人

平成26年度 吉野川市人事行政の運営等の状況のお知らせ

１ 職員の任免および職員数に関する状況２ 職員給与の状況

（１）職員採用の状況　（平成26年４月１日）
・新規採用職員　　14人（一般行政事務等）
・派遣職員（併任）１人

（２）職員の退職状況
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

定年退職 勧奨退職 普通退職 合　計
13人 ９人 ２人 24人

（３）部門別職員数の状況（平成26年４月１日現在）
（単位：人）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H25 H26

一

般

行

政

部

門

議 会 事 務 局 4 4 0
防 災 局 6 6 0
総 務 部 67 63 △4 推進体制の見直し
市 民 部 61 61 0
健 康 福 祉 部 107 106 △1 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 22 21 △1 推進体制の見直し
建 設 部 33 34 1 推進体制の見直し
選挙管理委員会事務局 2 2 0
農 業 委 員
会 事 務 局 3 3 0

監査委員事務局 2 2 0
会 計 課 7 7 0
小 計 314 309 △5

教育
部門

教 育 委 員 会 67 62 △5 推進体制の見直し
小 計 67 62 △5

公営
企業
等

部門

水 道 課 12 12 0
下 水 道 課 12 12 0
国 民 健 康 保 険 13 13 0
介 護 保 険 6 6 0
小 計 43 43 0

合　　　　　計 424 414 △10
※平成25年度および平成26年度は、県職員３人を含む。
　教育委員会の職員数は、教育長を除く。

（４）年齢別職員数の状況（平成26年４月１日現在）

期末・勤勉手当
5億6,476万
4千円

人件費
34億8,597万8千円
17.1%

人件費以外
168億6,110万4千円
82.9%

平成25年度
一般会計決算

歳　 出 　額
203億4,708万

2千円

職員手当
2億278万3千円

給　料
14億3,733万9千円

平成26年度
一般会計当初予算
職員給与費

22億488万
6千円
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（３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況
　（平成26年４月１日現在）

※この図は、平成26年度当初予算に計上した一般会計の
給与の平均額を職種別に表しています。

（給与とは、基本給である給料と職員手当を合わせたもの
です。）

（４）職員の初任給の状況（平成26年４月１日現在）

区　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 174,200円 174,200円
（高卒） 142,100円 142,100円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成26年４月１日現在）

区　　分 経験年数
10年〜 14年

経験年数
15年〜 19年

経験年数
20年〜 24年

一　般
行政職

（大卒） 279,400円 330,600円 368,000円

（高卒） 260,300円 299,400円 337,300円

区　　分 経験年数
25年〜 29年

経験年数
30年〜 34年

経験年数
35年以上

一　般
行政職

（大卒） 387,300円 403,800円 412,400円

（高卒） 370,800円 385,900円 404,600円

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成26年度一般会計予算書から抜粋）

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

参考構成比
（％）

平成25年度

７級 部長、次長またはこれに相
当する職務 18 6 6

６級

１課長またはこれに相当す
　る職務
２特に困難な業務を分掌す
　る課長補佐またはこれに
　相当する職務

37 12 12

５級
１課長補佐またはこれに相
　当する職務
２困難な業務を分掌する主
　査の職務

76 25 26

４級
１係長またはこれに相当す
　る職務
２主査の職務

53 18 18

３級
特に高度の知識または経験
を必要とする業務を行う職
務

54 18 18

２級
定型的な業務を行う職務

24 8 8
１級 39 13 12

計 301 100 100

（７）特別職の報酬等の状況　（平成26年度）

区　分
給料月額等

期末手当
４月１日現在

給
料

市　長 837,000円

6月期　1.40月分
12月期　1.65月分

計　　3.05月分

副市長 676,800円

教育長 610,600円

報
酬

議　長 430,000円

副議長 380,000円

議　員 350,000円
●政務活動費（議員の調査研究に資するために必要な経費）
　交付対象：会派に対して交付（条例第２条）
　交付金額：月額２万５千円×会派に所属する議員数（条例第３条）
　※年度末において残額があった場合は、返還（条例第８条）

（８）職員手当の状況（平成26年度）
●期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.825月分

計 2.60月分 1.5月分

加算措置 職制上の段階、職務の級等による
加算措置あり

●住居手当
区分 支　給　金　額

借　家

借　間

◦月額23,000円以下の家賃等を支払ってい
　る職員。
　（家賃額から12,000円を控除した額。）
◦月額23,000円を超える家賃等を支払って
　いる職員。
　（23,000円を超える額の1/2に11,000円を加
　えた額。）
　（最高支給限度額27,000円）

●退職手当
自己都合 勧奨・定年

勤 続 20 年 21.6200月分 27.0250月分

勤 続 25 年 30.8200月分 36.5700月分

勤 続 35 年 43.7000月分 52.4400月分

最 高 限 度 額 52.4400月分 52.4400月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例加算
（３%〜 30%加算）

退 職 時 特 別 昇 給 なし

●時間外・休日勤務手当（一般会計決算より）
年　　　　　度 平成25年度

支 給 総 額 58,746千円

職員１人当たりの平均支給額 154,189円

給料 326,170円 職員手当 28,013円

給料 326,131円 職員手当 11,621円

給料 340,850円 職員手当 17,679円

一般行政職
301人

教育関係職
25人

技能労務関係職
46人

337,752円（42.8歳）

358,529円（49.6歳）

354,183円（42.3歳）
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（９）国との給料月額の水準比較
　　 （ラスパイレス指数）の状況

基　準　日 平成26年４月１日現在

一般行政職 98.7

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした場
　合の市職員の給与水準を示したものです。

（１）勤務時間の状況（平成26年度）

勤
　
務
　
時
　
間
　
な
　
ど

本庁などの場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時30分〜 17時15分
　　　　　　　（うち休憩時間60分）

保育所の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時30分〜 19時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）
　土曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時15分〜 17時30分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

幼稚園の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時45分〜 17時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

（２）休暇制度の状況（平成25年）
●年次有給休暇

年 次 有
給 休 暇
の 概 要

制　度　概　要 平均取得日数

１年につき20日付与。
現年付与分のみ翌年に
繰り越し可

12.5日

●育児休業の取得状況
　（平成25年度に新たに育児休業を取得した職員数）

区　　　分 育児休業取得者数（人）

男 性 職 員 ０

女 性 職 員 ４

計 ４

●扶養手当

扶 養 親 族 配偶者が
扶養親族

配偶者が扶養
親 族 で な い 配偶者なし

配 偶 者 13,000円 − −

子・父母等のうち１人目 6,500円 6,500円 11,000円

子・父母等のうち２人目 6,500円 6,500円 6,500円

その他の扶養親族 6,500円 6,500円 6,500円

15 〜 22歳の子の加算 5,000円 5,000円 5,000円

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。
　子とは、満22歳に達する日以降の最初の3月31日
　までの間にある子。

●通勤手当
支給月額

自動車等を使用し通勤距離が2キロメートル以上の
ものに支給される。

２ ㎞〜５ ㎞未満
５ ㎞〜10 ㎞未満
10 ㎞〜15 ㎞未満
15 ㎞〜20 ㎞未満
20 ㎞〜25 ㎞未満
25 ㎞〜30 ㎞未満
30 ㎞〜35 ㎞未満
35 ㎞〜40 ㎞未満
40 ㎞〜45 ㎞未満
45 ㎞〜50 ㎞未満
50 ㎞〜55 ㎞未満
55 ㎞〜60 ㎞未満
60 ㎞以上

2,000円
4,200円
7,100円

10,000円
12,900円
15,800円
18,700円
21,600円
24,400円
26,200円
28,000円
29,800円
31,600円

●特殊勤務手当
年　　度 平成25年度

手 当 支 給 職 員 数 87人

支 給 総 額 16,863千円

職員1人当たりの平均支給額 193,828円

手 当 の 種 類 19種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支給対象

市税事務従事手当 市税徴収金の徴収および
税務業務に従事する職員

ケースワーカー業務
従事手当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理作業従事手
当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防除等業務従
事手当

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人取
扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱業
務に実地に従事したとき

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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●特別休暇

主
　
な
　
特
　
別
　
休
　
暇
　
な
　
ど

種　　　　類 内容、取得条件等 付与日数

ド ナ ー 休 暇 職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入院等が
必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 10日を超えない期間

産 前 休 暇 ８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予定である職員 出産の日までの申出期間

産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間以内の期間

育 児 時 間 休 暇 生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と認められる授乳
等を行うため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき １日２回それぞれ30分以内の期間

妊 娠 通 勤
緩 和 休 暇

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため勤務しないこと
がやむを得ないと認められるとき １日60分以内の期間

妊娠または分娩後
の 保 健 指 導 ま た
は 健 康 診 査 休 暇

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第13条に規定する
保健指導または健康診査を受ける場合

区分　妊娠７月　　　　　 ４週間に１回
　 　 〃 ８〜９月　　　 ２週間に１回
　 　 〃 10 〜分娩まで　１週間に１回

　　　分娩後１年まで　　　　　 　１回

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 ３日を超えない範囲で必要と認める期間

妊 娠 障 害 休 暇 職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 当該妊娠期間中、７日の範囲内

配偶者出産休暇 職員が妻の出産に伴い出産の付添い等の場合 出産のため入院等する日から、出
産から２週間の期間で３日以内

子 の 看 護 休 暇 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その子を
看護する必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

短期の介護休暇 負傷、疾病または老齢により２週間以上の期間にわたり日常生活を
営むのに支障がある者の介護その他の世話をする必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき

続柄に応じて付与
　　配偶者　　　　10日以内
　　血族父母　　　10日以内
　　 〃 子　　　　７日以内
　　姻族父母　　　３日以内等

リフレッシュ休暇 在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、40年に達した
職員が心身のリフレッシュを図るとき ５日以内

夏 期 休 暇 夏期における諸行事、心身の健康の保持および増進等を行うとき ７月から９月までの期間で、６日以内

処分者等の状況
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

分限処分　　　　　　　　懲戒処分
処分内容 処分者数（人） 処分内容 処分者数（人）

免職 ０ 免職 ０

降任 ０ 停職 ０

休職 ０ 減給 ０

降給 ０ 戒告 １

失職 ０

職員服務の基準
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

　地方公務員法第30条　全ての職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職
務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念
しなければならない。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況　以下、第32条から第38条の規定による違反者は
ありませんでした。

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応する
ため、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
昨年度の職員研修の状況は次表のとおりです。

（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）
研修の名称

（派遣研修）
受講者数

（延べ人） 研修の内容

派遣研修
（徳島県自治研修センター）

（自治大学校）
（市町村アカデミー等）

（徳島県総務課）
（徳島県市町村課）

99

1
25

1
1

法制執務・パソコン研修・
事例で学ぶ民法講座等
公共政策
課税事務・財務事務・子
育て支援等
法制執務
地方行政・地方財政等

職場内研修 600
新規採用職員研修・人権
研修・交通安全研修・コ
ンプライアンス研修・メ
ンタルヘルス研修

合　　　計 727

５ 職員の服務の状況

６ 職員の研修の状況
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●問い合わせ	 市総務課
人事給与係　☎22-2231

（１）福利厚生
　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する計画を立て、実施しなければなりません。
現在市職員に対して適用されている共済制度は、これに基づき定められた地方公務員共済組合法によって
徳島県市町村共済組合が制度を運用、実施しています。また、職員は一般財団法人徳島県市町村職員互助
会に加入し福利厚生の充実を図っているほか、健康診断などを行っています。これら福利厚生制度の主な
内容は次のとおりです。

区　　分 内　　　　　　　　　　　　　　容

共 済 制 度

⃝短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の給付
　⃝保健給付＝療養給付、高額療養費など
　⃝休業給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
　⃝災害給付＝弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金
⃝長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付
　⃝退職共済年金＝組合期間や一定の条件を満たすことにより65歳から支給（65歳未満で
　　受給できる特例あり）
　⃝障害共済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害が残る状況になったとき
　　に支給
　⃝遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡したときに遺族に支給
⃝福祉事業＝保健、貯金、貸付などの各事業
　⃝保健事業＝健康診断助成、健康管理研修助成、保健指導など
　⃝貯金事業＝定期・積立貯金の受入
　⃝貸付事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

職 員 互 助 会
⃝給付事業＝医療費補助、入院見舞金、結婚・出産祝金、育児・介護休業など
⃝助成事業＝人間・脳ドック、保養所利用、公的資格取得、文化体育活動など

職員の保健等に
関すること

健康診断（基本健診、胸部レントゲン検査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検査、胃部レ
　　　　　ントゲン検査、婦人がん検診、大腸がん健診）

７ 職員の福利厚生および利益の保護の状況

（２）公務災害
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

　職員が公務中あるいは通勤途上で死亡し、また
は負傷や疾病により障害を負った場合などは、地
方公務員災害補償法に基づきその補償を受けるこ
とができますが、平成25年度公務災害として申請・
認定された事案は次のとおりです。

加入団体 災害認定件数 災害の概要

地方公務員災
害補償基金徳
島県支部

１
左下腿

たい

スズメバチ
刺傷

（１）公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規
定により設置されており、その権限は同法８条第
２項において定められております。その主な内容
は次のとおりです。

８ 公平委員会に係る業務の状況

⃝職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る措置の要求を審査し、判定し、および必要な
措置を執ること

⃝職員に対する不利益な処分についての不服申し
立てに対する決裁または決定をすること

⃝職員の苦情を処理すること

（２）公平委員会の業務状況
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

業　務　の　種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件 

不利益処分に関する不服申立ての状況 ０　件

苦情の処理の状況 ０　件
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か
ら
の
口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
前
納
し
た
場
合
の
社

会
保
険
料
控
除
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除

※
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
２
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３

時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
３
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３

時
／
本
館
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

	

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

平
成
26
年
度
免
除
申
請
（
平
成
26

年
７
月
～
平
成
27
年
６
月
分
保
険

料
）
の
結
果
が
全
額
免
除
も
し
く
は

納
付
猶
予
と
な
っ
た
方
で
、
継
続
し

て
平
成
27
年
度
免
除
申
請
（
平
成
27

年
７
月
～
平
成
28
年
６
月
分
保
険

料
）
の
審
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

所
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
平
成
26
年

中
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
追
加
書

類
の
提
出
を
お
願
い
し
た
り
、
継
続

が
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
の
日
時
、
場
所
な
ど
は
広
報

よ
し
の
が
わ
１
月
号
に
掲
載
の
「
平

成
26
年
中
所
得
申
告
相
談
日
程
表
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

広
報
よ
し
の
が
わ
１
月
号
に
掲
載

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
（
前
納
）
は
、
申
出
書
に
金
融
機

関
の
確
認
印
を
も
ら
っ
て
か
ら
２
月

27
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
、
４
月

国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を
希
望

の
方
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み

は
今
月
末
ま
で
に
！

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

○
市
制
10
周
年
記
念
吉
野
川
市
内

を
歩
か
ん
で
会
《
美
郷
地
区
》（
鴨

島
歩
こ
う
会
）
＝
歩
く
こ
と
の
必

要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ

れ
ま
で
に
鴨
島
・
川
島
・
山
川
の

３
地
区
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
、
市
民
相
互
の
親
睦
、
吉
野
川

市
の
魅
力
の
再
発
見
お
よ
び
健
康

の
増
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
最
終
と
な
る
第
４
回
目
《
美

郷
地
区
》
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
３
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
歩
こ
う
会　

津
田

☎
０
９
０（
１
１
７
７
）２
１
７
７

○
市
制
10
周
年
記
念
に
か
い
め
の

ひ
な
祭
り
展
（
い
ん
べ
の
里
地
域

活
性
化
実
行
委
員
会
）
＝
ひ
な
人

形
の
展
示
、
書
道
に
音
楽
、
ダ
ン

ス
、
工
作
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
８
日
㈰
ま
で
の
毎
週

土
・
日
曜
日

と
こ
ろ　

い
ん
べ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
（
山
川
町
建
石
１
１
６
）

問
い
合
わ
せ

い
ん
べ
の
里
地
域
活
性
化
実
行
委

員
会

（
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
内
）

	

☎
42-

６
１
２
０

○
12
月
７
日
、文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、「
吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会

設
立
10
周
年
記
念
事
業
「
世
界
を

楽
し
く
旅
す
る
講
座
」
～
見
て
・

聴
い
て
・
食
べ
て
、
世
界
を
体
験
！

～
」
の
第
３
回
ア
フ
リ
カ
編
が
、

吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
の
協
力
を
得
て
、
エ
ジ
プ
ト
、

ガ
ー
ナ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ザ
ン

ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
ィ
、
南
ア
フ
リ
カ
、

南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
の
９
カ
国
か
ら
17
人

の
保
健
医
療
分
野
の
研
修
員
が
民

族
衣
装
を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。

合
計
60
人
の
参
加
者
は
、
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
た
各
国
の
紹
介
を
聞
い

た
り
、
講
師
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

阿
波
踊
り
を
踊
っ
た
り
し
て
、
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

の
国
々
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
12
月
19
日
、「
第
６
回
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
麻
名
尾
根
道
古
道
ク

ラ
ブ
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

堀
割
峠
を
出
発
し
、
久
保
田
山
、

六
部
峠
、
石
鎚
山
、
柳
水
庵
を
回

り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

里
山
の
歴
史
を
巡
る
心
地
よ
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
⑩

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
す
！

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！

第６回里山ハイキング

世界を楽しく旅する講座　第３回アフリカ編
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

税務署からのお知らせ
　平成26年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受け付けは、２月16日（月）
から３月16日（月）までです。還付申告は、２月15日（日）以前でも行えます（土・日曜・祝日な
ど、税務署の閉庁日については税務署での相談および申告書の受け付けは行っていません）。また、申
告書はe-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便による送付、または、税務
署の時間外収受箱への投かんにより提出することができます。詳しくは、国税庁ホームページ（www.
nta.go.jp）でご確認いただくか、川島税務署までお問い合わせください。

　所得税及び復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全て
の所得の金額とそれに対する所得税及び復興特別所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を
提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きです。
　期限間近になると、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご
自身で作成し、できるだけ早めに提出してください。
※日本国内に住所がある、または、現在まで引き続いて１年以上居所がある方は、所得が生じた場所が国の

内外を問わず、その全ての所得について所得税を納める義務があります。

　確定申告書は「信書」に該当しますので、税務署に送付する場合は、「郵便物」（第一種郵便物）ま
たは「信書便物」として、お早めに送付してください（郵便物・信書便物以外の荷物扱いで送付する
ことはできません）。詳しくは、総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/）をご覧ください。
※ゆうパック、EXPACK500、ゆうメール、ポスパケットでは、信書を送付することができません。詳しくは、

日本郵便株式会社ホームページ（http://www.post.japanpost.jp/）をご覧ください。

　確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は３月16日（月）です。申告書の提出後に、
納付書の送付や納税通知などによる納税のお知らせはありません。
①振替納税を利用
　振替日（４月20日（月））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされますので、事
前に口座の残高をご確認ください。
※振替納税をお申し込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を３月16日（月）までに

提出してください。
※振替納税は申告期限までに申告書を提出された場合に限り利用できます。
※転居などにより所轄税務署が変わった場合や、すでに振替納税で指定している金融機関や口座を変更する

場合には、新たに振替納税（変更）の手続きが必要となります。
※インターネット専用銀行などの一部金融機関およびインターネット支店などの一部店舗では、振替納税が

利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金融機関にご確認ください。
②現金で納付
　現金に納付書を添えて、金融機関（歳入代理店）または税務署で納付してください。納付書をお持
ちでない方は、税務署または金融機関に用意してある納付書を使用してください。
※金融機関に納付書がない場合には、税務署にご連絡ください。
③電子納税を利用
　自宅やオフィスなどからインターネットを利用して納付できます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

所得税及び復興特別所得税の確定申告とは

申告書の税務署への送付について

納付期限と納税の方法について

8



復興特別所得税の記載漏れにご注意ください

　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の2.1％）
を所得税と併せて申告・納付することとなっています。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載
漏れのないようご注意ください。

※還付申告の方も含め、申告する全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要です。

ヨッピーとピッピーも「ｅ - Ｔ ａ ｘ」をおすすめします！
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●問い合わせ　市都市計画住宅課　☎22-2225

　次の条件を満たす大規模な土地取引の契約（予約を含みます）をしたときは、権利取得者（売買
の場合であれば買主）は、契約を結んだ日を含めて２週間以内に、土地の所在する市区町村へ届け
出なければなりません。

【取引の形態】
○売買　○交換　○営業譲渡　○譲渡担保　○代物弁済　○現物出資　○共有持分の譲渡　
○地上権・賃借件の設定・譲渡　○予約完結権・買戻権等の譲渡　○信託受益権の譲渡　
○地位譲渡
(これらの取引の予約である場合も含みます)

【取引の規模(面積要件)】
① 市街化区域	 2,000㎡以上
② ①を除く都市計画区域	 5,000㎡以上
③ 都市計画区域以外の区域	 10,000㎡以上

　届け出には次の書類が必要です。
○届出書
○土地取引に係る契約書の写し
○土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上の地形図
○土地およびその付近の状況を明らかにした縮尺５千分の１以上の図面
○土地の形状を明らかにした図面
○その他（委任状など）
　詳しくは、都市計画住宅課都市計画係（東館２階）までお問い合わせください。

一定面積以上の大規模な土地取引には
国土利用計画法に基づく届け出が必要です

　

本
年
度
も
人
権
課
と
協
力
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」

を
宣
言
し
、
夏
に
は
男
女
共
同
参

画
推
進
の
た
め
に
遙
洋
子
氏
講
演

会
、
秋
に
は
命
の
大
切
さ
を
訴
え

て
堀
内
佳
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
２
月

に
は
市
人
権
教
育
研
究
大
会
で
夜

回
り
先
生
こ
と
水
谷
修
氏
の
お
話

を
聴
く
機
会
も
持
ち
ま
し
た
。

　

地
区
人
推
協
連
絡
部
会
で
は
自

治
会
班
別
話
し
合
い
・
訪
宅
話
し

合
い
や
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

就
学
前
・
学
校
教
育
部
会
で
は
、

保
・
幼
・
小
・
中
教
職
員
の
実
践

の
交
流
を
図
る
た
め
に
人
権
問
題

授
業
・
保
育
を
公
開
し
合
い
、
講

演
会
や
現
地
視
察
研
修
な
ど
で
資

質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
人
権
の
つ
ど
い
を

開
催
し
、
保
護
者
と
と
も
に
学
び

合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
す
べ
て
市

民
の
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
後
も
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
互
い
の
人
権

を
守
る
た
め
に
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

本
会
は
、
基
本
的
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人

が
、
自
他
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
の
払ふ

っ
し
ょ
く拭

と
多

様
性
を
需
要
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

組
織
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 人

権
と
ぴ
っ
く
す

吉
野
川
市
人
権
教
育

推
進
協
議
会
と
は

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地区人推協連絡部会地区人推協（上浦、牛島、森山、鴨島、飯尾敷
地、西麻植、知恵島、川島、山川、美郷）

就学前教育部会吉野川市就学前教育研究会

学校教育部会吉野川市東・西部学校人権教育研究会、吉
野川市ＰＴＡ連合会人権委員会

青年活動連絡会
社会教育部会

各種団体（青年有志会、たんぽぽの会など）

職域教育部会吉野川安定所管内人権啓発企業連絡会

吉野川市人権教育推進協議会組織図

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

※個々の面積は小さくても、権利取得
者が権利を取得する合計面積が規模
を超える場合は、届け出が必要です。
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吉
野
川
市
市
制
10
周
年
を
記
念

し
、鴨
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら「
日
時
計
」が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。12
月
16
日
、鴨
島
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
会
員
と
市
職
員
の
出
席
の

も
と
、市
役
所
で
除
幕
式
が
行
わ

れ
、河
野
利
英
会
長
と
川
真
田
市

長
が
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
日
時
計
」は
、直
径
70
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
、市

役
所
本
館
南
側
の
駐
車
場
脇
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。市
役
所
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、自
然
の
恵

み
で
あ
る
太
陽
に
照
ら
さ
れ
、時

を
刻
む「
日
時
計
」を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

11
月
２
日
、
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
自
主
防

災
組
織
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、

美
郷
自
主
防
災
会
連
合
会
が
「
と

く
し
ま
自
主
防
災
活
動
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。受
賞
し
た
団
体
は
、

総
合
的
な
防
災
訓
練
や
防
災
意
識

高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
お
い
て
、
暴
力
追
放
吉

野
川
市
民
協
議
会
に
よ
る
暴
力

団
排
除
運
動
「
暴
力
追
放
」
餅
つ

き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
餅
つ

き
大
会
に
は
、
暴
力
追
放
吉
野
川

市
民
協
議
会
会
員
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
、
阿
波
吉
野
川
警
察
署
署

員
、
市
職
員
、
幼
稚
園
児
な
ど
約

２
０
０
人
が
、
寒
風
の
中
「
ヨ
イ

シ
ョ
」「
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
き
ね

を
振
り
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
午
前
11
時
か
ら
は
、

キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ
鴨
島
店
に
お

い
て
「
暴
力
追
放
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
き
た
て

の
お
餅
、チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、

暴
力
団
排
除
を
強
く
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

12
月
３
日
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
人
権
の
花
運
動
写

生
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
川
田
中
小
学
校

最
優
秀
賞

　

尾
形　

薫
（
６
年
）

優
秀
賞

　

髙
橋　

保
乃
香
（
６
年
）

　

釜
谷　

駿
（
６
年
）

　

向
所　

侑
香
（
５
年
）

　

平
井　

誉
人
（
５
年
）

○
川
田
西
小
学
校

最
優
秀
賞

　

村
岡　

愛
海
（
６
年
）

優
秀
賞

　

尾
上　

羽
蘭
（
６
年
）

　

寒
川　

風
香
（
６
年
）

　

中
井　

美
希
（
６
年
）

　

横
田　

華
佳
（
６
年
）

とくしま自主防災活動賞受賞

人KENまもる君・あゆみちゃんと一緒に記念撮影

日時計がお披露目されました

威勢のよい掛け声に合わせて
「ヨイショ !」  　　　　　　　

鴨
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら「
日
時
計
」寄
贈

人
権
の
花
写
生
大
会

表
彰
式

美
郷
自
主
防
災
会
連
合
会
が

「
と
く
し
ま
自
主
防
災
活
動
賞
」

を
受
賞

暴
力
団
排
除
運
動

「
暴
力
追
放
」餅
つ
き
大
会

　

12
月
25
日
に
川
島
町
川
島
の
井

後
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
徳
島
県
と
吉
野
川
市
か
ら

祝
い
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

井
後
さ
ん
は
、
現
在
も
自
宅
で

元
気
に
生
活
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
一
度
も
入
院
を
し
た
事
が

な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
食
事
は

好
き
嫌
い
が
な
く
、
毎
日
三
食

し
っ
か
り
食
べ
て
い
ま
す
。
長
生

き
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

ず
に
、
発
散
す
る
こ
と
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
笑
顔
で
祝
い
状
を
受

け
取
ら
れ
、「
皆
さ
ん
に
お
祝
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
31
人
（
女
性
26
人
男
性
５

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す井後サイコさん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
阿
波
の
道　

お
先
に
ど
う
ぞ　

ゆ
ず
り
合
い	

猪
井　

ほ
の
か
（
上
浦
小
学
校
６
年
）
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１
月
３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
27
年
の

成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人

３
３
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
懐
か
し
い
先
生
方
の
姿
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

新
成
人
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、
川
島
小
学
校
区
に

お
い
て
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議

川
島
支
部
に
よ
る
清
掃
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
か
ら
選
手
お
よ
び
保
護

者
の
協
力
も
あ
り
、
毎
日
通
う
通

学
路
の
ご
み
拾
い
を
し
た
り
、
通

行
す
る
自
動
車
な
ど
か
ら
通
学
中

の
生
徒
を
確
認
し
や
す
く
す
る
た

め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
掃
除
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
、日
華
里
（
ひ
か
り
）

中
国
武
術
友
好
会
か
ら
、
鴨
島
体

育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
12
回
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
太
極
拳
発
表
会
」
で
集

ま
っ
た
募
金
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

に
役
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
位
だ
っ
た
吉
野
川
市

チ
ー
ム
は
、
一
桁
順
位
を
め
ざ
し

て
３
日
間
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
結
果
は
10
位
と
、

め
ざ
し
た
順
位
に
は
あ
と
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
回
大
会

か
ら
一
つ
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
で
は
、
中
高
生

の
活
躍
が
目
立
ち
、
そ
の
中
で
は

井
上
夢
彩
さ
ん
（
鴨
島
東
中
学
校

１
年
）
が
敢
闘
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、チ
ー
ム
と
し
て
は
、

２
日
目
の
敢
闘
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
20
・
21
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幾
重
に
も
連
な
る
段
々
畑
の
石

積
み
が
、
並
べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
で

照
ら
さ
れ
、
美
郷
の
冬
空
に
幻
想

的
な
光
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま

し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
創
作
ダ
ン

ス
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
あ
め
湯

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が

ら
、
暗
闇
に
映
え
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

優美で幻想的な雰囲気に包まれた
石積みのライトアップ　　　　　

徳島新聞社吉野川支局前でのたすきリレー 吉野川合同庁舎へゴールする大倉秀太選手

スポーツ振興のため大切に使わせて
いただきます　　　　　　　　　　

通学路がきれいになりました 成人式実行委員会の皆さん

新成人の皆さん、おめでとう！

日
華
里
中
国
武
術
友
好
会

か
ら
の
寄
付

平
成
27
年

吉
野
川
市
成
人
式

通
学
路
の
清
掃

第
17
回
高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

第
61
回
徳
島
駅
伝

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
近
く
で
も　

忘
れ
ず
か
ぶ
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト	

森　

靖
仁
（
牛
島
小
学
校
６
年
）
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１
月
11
日
、
鴨
島
公
民
館
３
階

江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
須
川
展
也 

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
月
12
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
野
川
市
消
防
団
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
岸
田
正
幸
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
分
団
長
）
▼
松
岡
育
弘
（
鴨
島

方
面
第
３
分
団
分
団
長
）
▼
田
中

正
憲
（
鴨
島
方
面
第
５
分
団
分
団

長
）
▼
内
田
新
（
川
島
方
面
第
２

分
団
分
団
長
）
▼
橋
本
光
広
（
川

島
方
面
第
３
分
団
分
団
長
）
▼
永

井
久
二
（
山
川
方
面
第
３
分
団
分

団
長
）
▼
山
内
成
仁
（
山
川
方
面

第
７
分
団
副
分
団
長
）
▼
和
泉
啓

展（
美
郷
方
面
第
５
分
団
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

　

須
川
さ
ん
は
、「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」
や
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」、「
星

に
願
い
を
」
な
ど
12
曲
を
演
奏
し
、

「
日
本
民
謡
に
よ
る
狂
詩
曲
」で
は
、

サ
ッ
ク
ス
で
三
味
線
や
笛
の
音
色

を
奏
で
て
、
阿
波
踊
り
の
軽
快
な

リ
ズ
ム
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説「
さ
く
ら
」の
テ
ー

マ
音
楽
を
演
奏
し
、
須
川
さ
ん
の

楽
器
か
ら
奏
で
ら
れ
る
多
彩
な
音

に
、
３
５
０
人
の
聴
衆
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

◇
功
績
章

▼
岡
田
克
己
（
鴨
島
方
面
第
８
分

団
分
団
長
）
▼
北
川
誠
二
（
鴨
島

方
面
第
12
分
団
分
団
長
）
▼
大
島

豊（
鴨
島
方
面
第
13
分
団
分
団
長
）

▼
後
藤
田
委
旦
（
川
島
方
面
第
４

分
団
分
団
長
）
▼
池
内
照
明
（
川

島
方
面
第
５
分
団
分
団
長
）
▼
中

村
史
治
（
山
川
方
面
第
６
分
団
副

分
団
長
）
▼
大
谷
知
輝
（
山
川
方

面
第
８
分
団
副
分
団
長
）
▼
花
平

俊
行
（
美
郷
方
面
第
６
分
団
分
団

長
）

◇
精
績
章

▼
武
智
弘
哲
（
鴨
島
方
面
第
１
分

団
分
団
長
）
▼
日
野
茂
樹
（
鴨
島

方
面
第
１
分
団
副
分
団
長
）
▼
村

本
和
生
（
鴨
島
方
面
第
４
分
団
分

団
長
）
▼
元
村
耕
造
（
鴨
島
方
面

第
７
分
団
分
団
長
）
▼
斎
藤
忠
次

（
鴨
島
方
面
第
11
分
団
副
分
団
長
）

▼
細
川
仙
万
（
鴨
島
方
面
第
13
分

団
副
分
団
長
）
▼
阿
部
直
宏
（
川

島
方
面
第
２
分
団
部
長
）
▼
鈴
木

隆
史（
川
島
方
面
第
８
分
団
部
長
）

▼
西
村
政
訓
（
川
島
方
面
第
９
分

団
副
分
団
長
）
▼
榎
本
博
（
山
川

方
面
第
１
分
団
副
分
団
長
）
▼
上

浦
茂
美
（
山
川
方
面
第
２
分
団
班

長
）
▼
吉
田
叔
弘
（
山
川
方
面
第

３
分
団
班
長
）
▼
松
田
広
之
（
山

川
方
面
第
５
分
団
班
長
）
▼
藤
本

茂
樹（
山
川
方
面
第
８
分
団
班
長
）

▼
尾
﨑
行
男
（
美
郷
方
面
第
２
分

団
部
長
）
▼
棟
本
誠
二
（
美
郷
方

面
第
５
分
団
班
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
６
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
31
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

41
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
６
つ
の
分
団
に
、
阿
波
吉
野

川
警
察
署
長
感
謝
状
が
２
人
の
方

と
行
方
不
明
者
等
捜
索
協
力
分
団

１
分
団
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
徳
島
県
「
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
」
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
藤
岡
怜
く
ん
（
川
田
小
学

校
３
年
）
が
「
お
米
い
っ
ぱ
い
」

と
題
し
た
作
品
で
、
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
赤
と
ん
ぼ
が
飛
ぶ
、

秋
の
収
穫
時
期
の
田
ん
ぼ
の
情
景

や
稲
刈
り
を
す
る
人
の
表
情
な
ど

が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
岡
く
ん
は
、「
人
を
塗
る
と

こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
。
今
度
は
鳥

の
絵
を
描
い
て
み
た
い
。」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
29
・
30
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
車
や
徒
歩
で
、
市

民
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

最優秀賞に輝いた
藤岡くん

地域の安心と安全を守る消防団員

多彩な音に魅了されました

代表謝辞を述べる永井久二さん 新春恒例の消防団出初式

吉
野
川
市
民コ

ン
サ
ー
ト

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

最
優
秀
賞
を
受
賞

消
防
団
年
末
警
戒

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
だ
す
な　

君
の
命
は　

一
つ
だ
け	

金
山　

七
斗
（
森
山
小
学
校
５
年
）
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平
成
26
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

助
成
金
で
川
島
若
連
が
屋
台
の
修

繕
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
吉
野

川
市
の
秋
祭
り

な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
披
露

さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
で
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
が

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
備

品
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
、
防

雨
型
延
長
コ
ー
ド
、
折
り
た
た
み

机
、
パ
イ
プ
椅
子
な
ど
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
日
本
の
里

１
０
０
選
に
選

ば
れ
て
い
る
高

開
集
落
の
石
積

み
を
投
光
器
や
灯
籠
な
ど
を
用
い

て
照
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
美
郷
の

魅
力
を
発
信
す
る
手
法
と
し
て
毎

年
12
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
後
は
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
備
品
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

購入したライトアップ器材一式

修繕された屋台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
屋
台
を
修
繕

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
器
材
一
式
を
購
入

アナログに変換した放送は、
平成27年３月31日に終了します

　ＮＨＫの放送受信料が全額免除となっている世帯には、簡易な地デジ対応チュー
ナー１台を無償で給付します。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
●問い合わせ　総務省　地デジチューナー支援実施センター
	 ☎0570-034-037

つながらない場合は、 ☎03-4334-2754
受付時間：午前９時〜午後５時（平日のみ）

●問い合わせ　総務省　地デジコールセンター
	 ☎0570-07-0101

つながらない場合は、 ☎03-4334-1111
受付時間：午前９時〜午後６時

　現在、アナログテレビ（ブラウン管テレビなど）で地デジ放送をご覧の方は、
ご注意ください（地デジチューナーを使用している場合を除きます）。
　この場合、地デジをアナログに変換した放送を視聴していると考えられます。
この放送は、平成27年３月31日に終了します。
終了後の受信方法
　デジタルテレビに買い替えて接続するだけで、高画質なデジタル放送を視聴す
ることができます（「セットトップボックス設置」、「デジタルチューナーまたは
デジタル録画機」をアナログテレビに接続しても、視聴することができます）。

ＣＡＴＶを視聴の皆さんへ

お急ぎください

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
。　

ち
ゃ
ん
と
み
た
ん
で　

み
ぎ
。
左
。	

住
友　

希
星
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）
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欠
員
と
な
っ
て
い
た
鴨
島
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
各
種
相
談
に

応
じ
、
助
言
や
情
報
提
供
な
ど
の
援
助

を
す
る
こ
と
が
主
な
職
務
と
な
り
ま

す
。

　
　
　
　
　

末
内　

光
子
さ
ん

　
　
　
　
　

国
中
・
自
彊

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　
「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か

わ
」
と
は
、
高
齢
な
ど
に
よ
り
自
宅
で

の
生
活
に
不
安
が
あ
る
方
に
、
必
要
に

応
じ
て
一
定
期
間
お
部
屋
を
提
供
す
る

在
宅
福
祉
施
設
で
す
。

利
用
期
間　

短
期
間
の
入
所
か
ら
最
長

６
カ
月
ま
で

利
用
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
自
己
管
理
は
で
き
る
が
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方

（
入
院
治
療
や
介
護
が
必
要
で
、
自
立

し
た
生
活
が
困
難
な
方
は
対
象
外
）

利
用
（
申
請
）
方
法　

施
設
お
よ
び
福

祉
総
務
課
で
面
接
を
受
け
て
か
ら
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

後
、
入
所
判
定
委
員
会
で
入
所
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

費
用　

入
所
者
の
収
入
に
応
じ
た
負
担

金
と
、
電
気
・
水
道
代
が
必
要
で
す

そ
の
他

▽
入
所
手
続
き
に
は
、
面
接
、
各
種
書

類
の
準
備
、
入
所
判
定
委
員
会
で
の
判

定
が
あ
る
た
め
、
急
な
利
用
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
食
事
は
原
則
自
炊
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
別
料
金
で
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。

▽
衣
類
、
調
理
器
具
な
ど
の
日
常
生
活

に
必
要
な
物
は
入
所
者
が
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
寝
具
、
テ
レ
ビ
は
有
料
で
貸

し
出
し
が
あ
り
ま
す
。

▽
洗
濯
、
掃
除
、
通
院
、
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
は
サ
ー
ビ
ス

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
在
宅
福
祉
施
設
で
す
の
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

【
申
請
方
法
／
負
担
金
な
ど
】

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

【
施
設
／
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か
わ

（
社
会
福
祉
法
人
博
友
会
）

	

☎
42-

７
１
１
１

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
総
合
支
援
法
で
は
、
障
が
い
者
の

定
義
に
新
た
に
難
病
な
ど
を
追
加
し
、

１
３
０
疾
病
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
１
５
１
疾
病

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
々
は
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
が
い
者
総
合
支

援
制
度
の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

障
が
い
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

	

℻
22-

２
２
６
０

　

市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
と
お

し
て
、
定
住
促
進
や
都
市
住
民
と
の
交

流
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
家
情
報
提
供
事
業
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
空
き
家
を
所
有
す
る

方
で
、
売
却
や
賃
貸
の
希
望
が
あ
る
方

に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、

空
き
家
を
購
入
し
た
い
方
や
借
り
た
い

方
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

お
知
ら
せ

鴨
島
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま

か
わ
」の
利
用
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い

障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象
と

な
る
難
病
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

委
員
氏
名

担
当
地
区

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

ぼ
く
の
い
の
ち
を　

守
っ
て
ね	
登
佐
古　

陽
翔
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）
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吉
野
川
市
で
は
、
企
業
の
立
地
促
進

や
市
民
の
雇
用
機
会
の
拡
大
と
と
も

に
、
経
済
の
発
展
や
市
民
生
活
の
向
上

を
目
的
と
し
て「
企
業
立
地
促
進
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

奨
励
措
置
を
受
け
ら
れ
る
業
種

製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
・

水
道
業
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
業
、
郵

便
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
物
品
賃
貸

業
、
学
術
・
開
発
研
究
機
関
、
デ
ザ
イ

ン
業
、
労
働
者
派
遣
業
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業

奨
励
措
置
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
用
地
取
得
要
件

３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
用
地
取
得

（
借
地
を
含
む
）。３
年
以
内
操
業
開
始
。

た
だ
し
、
製
造
業
に
あ
っ
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

②
新
規
地
元
常
用
従
業
者
要
件

操
業
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

に
５
人
以
上
雇
用
（
中
小
企
業
２
人
以

上
）。

③
投
下
固
定
資
産
総
額
要
件

２
千
万
円
以
上
（
中
小
企
業
１
千
万
円

以
上
）。

④
そ
の
他
要
件

公
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ
と
。
公
害

発
生
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
こ
と
。

奨
励
措
置
の
内
容

▼
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

○
新
設
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額

（
３
年
間
全
額
＋
２
年
間
半
額
）

○
増
設
・
移
設
に
係
る
固
定
資
産
税
相

当
額
（
３
年
間
全
額
）

▼
雇
用
奨
励
金

○
新
規
地
元
従
業
者
１
人
に
つ
き
50
万

円
問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	
☎
22-

２
２
２
６

　

下
水
管
に
油
が
流
れ
込
む
と
、
冷
え

た
油
が
固
ま
っ
て
下
水
管
を
ふ
さ
ぎ
、

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
下
水
管

が
つ
ま
っ
た
場
合
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
排
水
が
で
き
な
く
な
り
、
風
呂
や
ト

イ
レ
の
使
用
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

油
は
、
下
水
道
へ
排
出
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
廃
食
用
油
は
指
定
場
所
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課	

☎
22-

２
２
５
８

　

平
成
27
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
、
成
績
が
優
秀

な
方

③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
（
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全

日
制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
万
円

○
私
立
大
学　

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

　

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高

校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等
償

還※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
課
税
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く

世
帯
全
員
分
）

※
所
得
課
税
証
明
書
発
行
手
数
料
は
無

料（
①
の
申
請
書
の
提
示
が
必
要
）で
す
。

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
在
学
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
教
育
総
務
課
（
東

館
３
階
）、
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
教
育
総
務
課	

☎
22-

２
２
７
２

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を
新
設
・

増
設
・
移
設
す
る
事
業
者
へ
の

奨
励
措
置

奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

油
を
流
さ
な
い
で
‼

～
下
水
道
の
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
～

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
し
は　

命
を
お
と
す　

入
り
口
だ	

大
塚　

友
里
加
（
西
麻
植
小
学
校
４
年
）
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募

　集

　

軽
自
動
車
税
が
毎
年
課
税
さ
れ
て
い

る
車
両
で
、
す
で
に
解
体
ま
た
は
盗
難

な
ど
に
よ
り
、
事
実
上
所
有
し
て
お
ら

ず
、
何
ら
か
の
理
由
で
廃
車
手
続
き
も

完
了
し
て
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合

は
、
早
急
に
各
窓
口
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
内

容
に
よ
り
手
続
き
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
原
付
（
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
）
・
小
型

特
殊

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

○
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

	

☎
０
８
８
（
６
４
１
）
２
０
１
０

○
小
型
二
輪

徳
島
運
輸
支
局
（
登
録
手
続
き
案
内
）

	

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
身
体
障

が
い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
27
年
度
吉
野
川
市

臨
時
職
員
任
用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希

望
の
方
を
募
集
し
ま
す
。希
望
の
方
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的

に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員

申
込
資
格

　

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
か
ら

６
級
ま
で
の
方
（
平
成
27
年
４
月
１
日

ま
で
に
交
付
さ
れ
る
見
込
み
の
方
を
含

む
）。

②
自
力
に
よ
る
通
勤
が
可
能
で
、
か

つ
、
介
助
者
な
し
に
原
則
１
日
７
時
間

45
分
、
週
５
日
間
、
計
38
時
間
45
分
の

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

③
活
字
印
刷
文
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
使
用

に
対
応
可
能
な
方
。

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
方
。

日
額
賃
金　

６
５
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

写
し
を
添
え
て
、総
務
課
（
本
館
３
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
27
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
な
ど

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
27
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課	
☎
22-

２
２
３
１

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

も
、子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
26
日
㈭

	

午
前
10
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

川
島
こ
ど
も
園
３
階
ホ
ー
ル

対
象　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　
「
親
子
の
身
体
あ
そ
び
」

※
親
子
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

講
師　

四
国
大
学
生
活
科
学
部
児
童
学

科
教
授　

田
村 

典
子
さ
ん

準
備
物　

飲
み
物
（
必
要
な
方
）

※
身
体
を
動
か
し
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

今
回
は
親
子
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
で

す
の
で
、
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
バ
イ
ク

な
ど
を
所
有
の
方
へ

平
成
27
年
度「
身
体
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」の
登
録
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
講
習
会
参
加
者
募
集

（
参
加
費
無
料
）

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

２
月
22
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３
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対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

利
用
期
間　

４
月
～
６
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
吉
野
川
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
）	

☎
26-

３
０
１
０

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
吉
野
川

に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
め
切
り　

３
月
13
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー

ス
】
温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し

た
水
中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

　

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
で
作
り
ま
す
。

と
き　

３
月
６
日
㈮
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

橋
本　

由
美
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

１
８
０
０
円

持
参
物　

は
さ
み
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装対
象
者　

吉
野
川
市
内
在
住
の
方

定
員　

15
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

開
催
期
間　

２
月
中
旬
～
３
月
中
旬

　

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
期
間
中
、
次
の

催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク

と
き　

３
月
８
日
㈰
小
雨
決
行

と
こ
ろ　

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
10
時

参
加
費　

無
料

参
加
賞　

先
着
７
０
０
人
に
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
梅
の
花
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

提
出
場
所　

美
郷
物
産
館

応
募
締
切
日　

３
月
27
日
㈮
当
日
消
印

有
効問

い
合
わ
せ

美
郷
物
産
館	

☎
26-

７
８
８
８

美
郷
梅
工
房	

☎
43-

２
５
８
０

冬季の節電・省エネルギー対策について　～節電へのご協力をお願いします～

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り

催

　し

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

～
新
年
度
、気
持
ち
新
た
に

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
～

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

コ
サ
ー
ジ
ュ
教
室
受
講
生
募
集

水中運動コース

梅の花見ウオーク

マシーントレーニングコース

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
し
は　

命
を
う
ば
う　

キ
ケ
ン
だ
よ	

伊
川　

怜
（
知
恵
島
小
学
校
５
年
）
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川
で
は

「
求
人
者
と
求
職
者
の
出
会
い
の

場
」
と
し
て
「
ミ
ニ
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
企
業
は
３

社
の
予
定
で
す
。

と
き　

３
月
13
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

２
階
会
議
室

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉

野
川
の
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

３
月
11
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

４
月
６
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
う
え
で
の
注
意
点

○
サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相

手
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
振
込
口
座
が
間
違
い
な

い
か
確
認
し
、
振
り
込
み
の
控
え

な
ど
を
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
第
三
者
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
、
解
約
や
ク
レ
ー
ム
の
対
処
方

法
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
点
が
あ
れ
ば
取
引
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

☆
不
正
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
イ
ル
ス
対
策

○
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
は
、

厳
重
に
管
理
し
、
定
期
的
に
パ
ス

ワ
ー
ド
を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。

○
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入

や
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
時
は
、

電
源
を
切
る
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
切
り
離
し
ま
し
ょ
う
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

上
で
の
注
意
点

○
知
ら
な
い
相
手
に
は
、
個
人
情

報
を
安
易
に
教
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

際
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

☆
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し

ま
っ
た
ら

○
支
払
わ
ず
、無
視
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
と
連
絡
を
と
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

☆
不
当
請
求
を
さ
れ
た
場
合

○
慌
て
て
支
払
わ
ず
、
契
約
が
有

効
か
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
有
料
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
場
合

に
は
、
サ
イ
ト
名
、
ア
ド
レ
ス
、

閲
覧
日
時
な
ど
を
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
架

空
請
求
メ
ー
ル
と
同
様
の
注
意
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける。

【
市
役
所
か
ら

　
　
　

還
付
金
の
電
話
が
…
】

　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を

名
乗
っ
た
還
付
金
の
電
話
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を

名
乗
り
「
払
い
す
ぎ
た
費
用
を

払
い
戻
し
ま
す
」
な
ど
と
電
話

が
あ
り
、
還
付
手
続
き
の
た
め

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
指
示
ど

お
り
に
操
作
を
す
る
と
、
逆
に

お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と

い
っ
た
還
付
金
詐
欺
が
最
近
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
か
ら
還
付
金
が
あ
る

場
合
は
、
基
本
的
に
書
面
で
案

内
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

も
し
、
市
役
所
か
ら
還
付
金

の
電
話
が
あ
り
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
、
担
当
の
部
署
を
聞
い
て

自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ
て
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
で
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
金
が
も
ら
え
る
と
思
っ
て
急

が
ず
に
、
よ
く
考
え
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば

平成27年１月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,502 （−29）

男 20,544 （−22）

女 22,958 （  −7）

世帯数 17,933 （−52）

※65歳以上人口
計 14,082人  男 5,990人  女 8,092人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 2 月17日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
 2 月24日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 3 月12日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 3 月17日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
 3 月17日㈫ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 2 月19日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室
 3 月 2 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 3 月 3 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 3 月12日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 2 月20日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 3 月20日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

11
月 0件

累
計 14件

救急出動

11
月 150件

累
計 1,693件

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

ミ
ニ
就
職
面
接
会

巡
回
職
業
相
談

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

忍
び
寄
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぶ
じ
か
え
り　

み
ん
な
そ
ろ
っ
て　

ば
ん
ご
は
ん	

湯
浅　

一
貴
（
川
島
小
学
校
４
年
）

19



[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける。

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演　

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
ナ
ー
ミ
）［
シ

ン
ガ
ー
］、
が
む
し
ゃ
ら
ボ
ー
イ

［
伴
奏
］
他

と
き　

２
月
22
日
㈰

	

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
修
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39
歳
）

や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
19
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈰

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

第
１
７
3
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈰

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
２・２
５
パ
ー
セ
ン
ト

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・

８
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
26
年
11
月

10
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以

内【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
】

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

	

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
、

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

	

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
川
畠
成
道
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　
ｉ
ｎ

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
・
心
の

旋
律
」

と
き　
３
月
11
日
㈬

　
　
　

開
場　

午
後
６
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
７
時

入
場
料　
一
般
２
０
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
０
円

出
演　

バ
イ
オ
リ
ン
・
川
畠
成
道
、

ピ
ア
ノ
・
稲
生
亜
沙
紀

○
鴨
島
公
民
館
元
気
ま
つ
り

と
き　
３
月
29
日
㈰

	

正
午
～
午
後
３
時
40
分

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会

「
チ
ャ
ー
リ
ー
と
こ
ぐ
ま
の
ミ
モ
」

と
き　
２
月
28
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
歴
史

～
阿
波
藩
事
件
録　

そ
の
二
～

と
き　
３
月
４
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

～
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
～

と
き　
３
月
４
日
㈬

	

午
後
３
時
～
４
時

★
お
知
ら
せ

○
平
成
27
年
度
講
座
・
教
室
生
を

募
集

受
付
開
始　
３
月
21
日
㈯
㈷

　

２
月
21
日
㈯
か
ら
、
次
の
場
所

に
申
込
用
紙
を
備
え
付
け
ま
す
。

【
吉
野
川
市
役
所
お
よ
び
吉
野
川
市

内
各
所
（
公
民
館
、
阿
波
銀
行
各

支
店
、徳
島
銀
行
各
支
店
、郵
便
局
、

量
販
店
な
ど
）】

◆
平
成
27
年
度
講
座
・
教
室
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

鴨島公民館

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
　（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

まちかどコンサート

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
走
行
中　

携
帯
は　

さ
わ
ら
ず
見
ず
会
話
せ
ず	

和
泉　

翼
（
学
島
小
学
校
６
年
）
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○
平
成
26
年
度
後
期
講
座
修
了

	
作
品
展
・
発
表
会

　

平
成
26
年
度
後
期
講
座
生
に
よ

る
作
品
展
・
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
前
期
講
座
募

集
も
行
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
き　

３
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

○
平
成
27
年
度
文
化
研
修

	

セ
ン
タ
ー
前
期
講
座
案
内

受
講
期
間

４
月
６
日
㈪
～
９
月
５
日
㈯

受
付
期
間

２
月
23
日
㈪
～
３
月
22
日
㈰

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料

10
回
コ
ー
ス　

４
３
２
０
円

20
回
コ
ー
ス　

８
６
４
０
円

※
詳
細
は
、
講
座
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
講
座
案
内
は
、
吉
野
川

市
内
の
公
民
館
や
文
化
施
設
な
ど

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

[照明]　不要な照明をできるだけ消す。

講　座　名 講　師 時　　　間

10
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

クラフトバンド 近 藤 恭 子 月 10：00 ～ 12：00
自然の素材を織る 島田ひろみ 月 13：00 ～ 17：00
やさしいオカリナ 森見　美子 月 19：30 ～ 21：00
ペン字 矢部　知子 火 10：00 ～ 11：30
編物・手芸 森　　悦子 火 13：00 ～ 15：00
童謡・唱歌 愛唱歌 村田奈津佳 火 13：30 ～ 15：30
しゃべり方教室 宮本　武敏 火 19：00 ～ 20：30
はじめてのトールペインティング 橋本　真澄 水 13：00 ～ 17：00

かずら工芸 家形笑美子 木
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

現代水墨画 加統　勢一 木 13：30 ～ 15：30
七宝焼 山田　和子 金 10：00 ～ 12：00
初級英会話 新 居 　 博 金 13：30 ～ 15：30
楽しい篆刻 射場　少藍 金 19：00 ～ 21：00
花で生活を楽しむ 近藤佐起江 土 10：00 ～ 12：00
素敵なビーズアクセサリー 松本加容子 土 10：00 ～ 12：00
短歌 本 田 　 守 土 10：00 ～ 12：00
池坊いけばな 谷本　秀翠 土 10：00 ～ 12：00
ねんどの花クレイアート 竹内　房子 土 13：00 ～ 17：00
パッチワーク・布小物 高浜　玲子 土 13：30 ～ 15：30

講　座　名 講　師 時　　　間

20
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

初級・16式太極拳 市原　洋子 月 10：00 ～ 11：30
さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14：00 ～ 16：00
茶道（表千家） 竹田美代子 月 19：00 ～ 21：00
陶芸 笠 井 　 享 火 13：00 ～ 15：00
和裁 杉野　恵子 火 13：00 ～ 16：00
日本舞踊（音羽流） 音羽菊芝幸 火 19：00 ～ 21：00
大正琴 山本　源淑 水 9：00 ～ 11：00
やさしいヨーガ 富山　雅代 水 10：00 ～ 11：30
藍染め 藤井　和栄 木 9：00 ～ 11：00
実用書道 寺内　金子 木 13：00 ～ 15：00
書道入門 沖田　唐谷 木 19：00 ～ 21：00
民謡 藤本秀森寿 木 19：00 ～ 21：00
夕陽美太極功夫扇 黄 　 　 麗 木 18：50 ～ 19：50
32式太極剣 黄 　 　 麗 木 20：00 ～ 21：00
木目込人形 小林　鳳美 金 10：00 ～ 12：00
楽しく学びま書Ⅱ 河野　多美 金 19：00 ～ 21：00
生け花（未生流笹岡） 岡田　和甫 土 13：30 ～ 16：00
着物着付け 桑田　律子 土 14：00 ～ 16：00
民謡三味線 藤本秀森幸 土 19：00 ～ 21：00
洋画 下時治郎秀臣 土 19：00 ～ 21：00

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

各
種
講
座
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

麻しん風しんⅡ期・水痘（水ぼうそう）予防接種はお済みですか？

　麻しん風しんⅡ期・水痘（水ぼうそう）予防接種は、
接種期限が３月31日までとなっています。対象年齢の
方は、体調が良いときに早めに接種してください。

対象者

麻しん風しんⅡ期 平成20年４月２日～平成21年４月１日に生まれた方

水 痘 予 防 接 種 ３歳および４歳の方
（接種期限までに５歳になる方は、誕生日の前日まで）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
事
故
ゼ
ロ
で　

自
ま
ん
し
よ
う
よ　

吉
野
川
市	

德
弘　

敦
也
（
山
瀬
小
学
校
４
年
）
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[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の電球形蛍光ランプやＬＥＤ電球等を選択する。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の接種期限が迫っています!

３種混合ワクチンの接種が完了していない方へ
３種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷風）製造販売終了のお知らせ

　10月から、高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期接種が始まっていますが、接種期間があとわずかとなっ
ています。定期接種対象となっている方や任意接種助成希望の方は、早めに接種してください。

　平成24年11月から４種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）が導入されています。
　そのため、３種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷風）の販売が終了となりました。
　３種混合ワクチンを接種できるのは、ワクチンの在庫が国（厚生労働省）にある間だけとなります。
　残りの回数と接種方法をかかりつけの医師と相談し、３種混合ワクチンの接種が必要な場合はワク
チンの確保が必要ですので、健康推進課（本館１階）までご連絡ください。
※４種混合ワクチンを接種している方は、３種混合ワクチンを接種する必要はありません。
※３種混合ワクチンの在庫がなくなった場合、４種混合ワクチンに切り替えての接種は可能です。
　ただし、その場合、不活化ポリオワクチンと４種混合ワクチンの接種回数の合計が４回を超えないように接
　種する必要がありますので、ご注意ください。

対 象 者　生後３カ月から90カ月に至るまでのお子さん
接種回数・間隔　初回接種３回と追加接種１回の合計４回

標準的な接種間隔 回数
１期初回 20日から56日までの間隔をおいて接種 ３回

１期追加 １期初回完了後、１年から１年半経過するまでの間
※初回接種が終了してから６カ月以上あければ接種は可能です。 １回

持 ち 物　母子健康手帳、３種混合予防接種予診票
接種費用　対象年齢内であれば無料
接種場所　吉野川市定期予防接種指定医療機関（要事前予約）

①平成26年度定期接種対象者
65歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生の方
70歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生の方
75歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生の方
80歳 昭和 ９ 年４月２日生～昭和10年４月１日生の方
85歳 昭和 ４ 年４月２日生～昭和 ５ 年４月１日生の方
90歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生の方
95歳 大正 ８ 年４月２日生～大正 ９ 年４月１日生の方
100歳 大正 ３ 年４月２日生～大正 ４ 年４月１日生の方

101歳以上 大正 ３ 年４月１日以前の生まれの方
【60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に障がいを有する方も対象となります】
②定期接種対象外（任意接種）費用の一部助成　［※今年度限りの事業です］
　平成26年度定期接種対象にならない65歳以上（昭和25年４月１日以前の生まれ）で接種を希望す
る方。事前に申請が必要です。印鑑をご持参の上、健康推進課（本館１階）で申請してください。
※上記①②の方で、希望する方が接種できるのは上記接種期限までとなります。
※過去に、自己負担で肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種を受けたことがある方は対象外です。

接種期限　３月31日（火）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
さ
な
い　

安
全
第
一　

気
を
つ
け
て	

野
々
瀬　

瑞
希
（
川
田
小
学
校
５
年
）
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[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける時間を
減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

第６回　施設サービス
　介護施設には、さまざまな種類があります。介護が中心か、
リハビリを必要としているかなど、どの程度医学的なケアが必
要かによって、入所する施設を選択し、利用者が直接申し込ん
で契約を結びます。

みんなで支えよう
〜介護保険〜

　

介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、「
介
護
老
人

福
祉
施
設
」、「
介
護
老
人
保
健
施
設
」、

そ
し
て
「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
で
す
。

　

要
介
護
１
～
５
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
。（
要
支
援
１
・
２
の
人
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

　

常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
な
高
齢
者
の
た
め
の
入
所
施
設
で

す
。

　

食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
の
日
常
生

活
の
介
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
た
場
合
に

は
、
①
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
、
②

食
事
代
、③
居
住
費
、④
日
常
生
活
費
（
理

美
容
代
な
ど
）
が
、
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
。

※
た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

は
、
食
事
代
と
居
住
費
の
減
額
が
受
け
ら

れ
る
制
度
（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
）
が
あ
り
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
介

護
保
険
課
（
本
館
２
階
）
に
申
請
し
、「
負

担
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
介
護
老
人
保
健
施
設

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
自
宅
へ
戻

れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と
し
た
ケ

ア
を
行
い
ま
す
。

　

医
学
的
な
管
理
の
も
と
で
、
日
常
生
活

の
介
護
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
、
病
状
は
安

定
し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
間
に
わ
た
り

療
養
が
必
要
な
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
施

設
で
す
。

　

医
療
、
看
護
、
介
護
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　高齢者施設には、介護保険３施設以外に
次のような施設があります。

■有料老人ホーム
○介護付有料老人ホーム
　介護や食事といったサービスを提供して
います。介護が必要となった時には、介護
サービスが受けられます。
○住宅型有料老人ホーム
　食事などのサービスが付いた高齢者向け
の居住施設です。介護が必要となった時に
は、ホーム外部の介護事業者と別途契約を
結び、サービスが受けられます。
○健康型有料老人ホーム
　健康な高齢者が入居できます。介護が必
要となった時には、ホームでの介護サービ
スは受けられませんので、入居契約を解除
し、退去しなければなりません。
■軽費老人ホーム／ケアハウス
　諸事情により、自宅での生活が困難な人
が入居できる、低料金の高齢者専用住宅で
す。
■養護老人ホーム
　身体的・経済的などの理由により、自宅
での生活が困難な方が入所できます。ただ
し、行政の措置決定が必要です。
■高齢者専用賃貸住宅（高専賃）
　高齢者専用の賃貸住宅です。
■グループホーム
　認知症高齢者が、少人数で共同生活をす
る施設です（要支援２～要介護５の方が利
用できます）。

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎22-2264

介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

利
用
者
負
担
に
つ
い
て

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
す
れ
る
な　

じ
て
ん
車
の
る
前　

ヘ
ル
メ
ッ
ト	
尾
﨑　

す
ず
か
（
川
田
中
小
学
校
３
年
）
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[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

　

平
成
26
年
度
徳
島
県
消
防
職
員

意
見
発
表
会
で
、
徳
島
中
央
広
域

連
合
中
消
防
署
の
内
田
力
哉
消
防

士
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

救
急
要
請
を
た
め
ら
い
、
命
に

危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
救
急
車
を
適
切
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を

つ
づ
り
、見
事
、最
優
秀
賞
と
な
っ

た
受
賞
作
品
『
二
つ
の
御
守
り
』

を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
内
田
消
防
士
は
、
４
月

に
香
川
県
で
開
催
さ
れ
る
、「
全

国
消
防
長
会
四
国
支
部
消
防
職
員

意
見
発
表
会
」
へ
徳
島
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

『
二
つ
の
御
守
り
』

　
　
　
　

消
防
士
　
内
田
　
力
哉

　

あ
な
た
に
と
っ
て
１
１
９
番
と

は
、
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。
私
が

思
う
１
１
９
番
は
、
時
間
や
場
所

を
選
ば
ず
に
必
要
と
さ
れ
れ
ば
駆

け
つ
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
で
は
そ
の
中
で
も
、
あ
な
た

が
「
救
急
車
を
呼
ぼ
う
」
そ
う
思

う
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。
目

の
前
で
急
に
人
が
倒
れ
た
、
意
識

が
な
い
、
高
熱
が
出
て
い
る
、
鼻

血
が
止
ま
ら
な
い
、
タ
ク
シ
ー
代

わ
り
や
診
療
が
早
く
な
る
な
ど
、

そ
の
人
の
価
値
観
に
よ
っ
て
要
請

基
準
は
様
々
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

現
場
に
向
か
う
救
急
車
は
限
り
あ

る
資
源
な
の
で
す
。
も
し
必
要
な

時
に
資
源
で
あ
る
救
急
車
が
な
け

れ
ば
、
ま
た
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
遅
れ
れ
ば
命
に
危
険
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
経
験
し
て
き
た
事
案
の
中

で
、
住
民
の
方
か
ら
、「
こ
ん
な

こ
と
で
救
急
車
を
呼
ん
で
す
み
ま

せ
ん
」「
救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
近

所
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
」
な

ど
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

そ
ん
な
少
し
の
遠
慮
が
き
っ
か
け

で
症
状
が
悪
化
し
、
命
に
危
険
を

及
ぼ
し
た
現
場
に
も
遭
遇
し
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
事
案
を
減
ら
し
、

住
民
の
方
に
限
り
あ
る
資
源
（
救

急
車
）
を
適
切
に
利
用
し
て
も
ら

う
為
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
私
に
は
２
つ
の
考
え

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
、
24

時
間
電
話
相
談
窓
口
の
設
置
を
提

案
し
ま
す
。
現
在
、
こ
ど
も
救
急

電
話
相
談
が
日
本
全
国
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は

15
歳
未
満
の
小
児
に
限
定
さ
れ
て

お
り
成
人
に
対
し
て
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
成
人
の

急
病
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受

け
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
緊
急
性
が
無

け
れ
ば
病
院
を
紹
介
し
自
家
用
車

で
来
院
し
て
も
ら
い
、
医
師
や
消

防
署
が
、
緊
急
性
が
高
い
と
判
断

す
れ
ば
、
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
車
を
適
材

適
所
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

住
民
の
要
請
へ
の
不
安
が
軽
減
す

る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
当
に
命
の
危
険
が
あ
り
相

談
を
受
け
て
い
る
間
に
症
状
が
悪

化
し
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
つ
目
、
住
民
用
の
簡

易
な
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
を
採
用
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
従
事
者
で

は
な
い
住
民
で
も
、「
10
分
以
上

続
く
胸
の
痛
み
」「
急
に
言
葉
が

出
に
く
く
な
っ
た
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
確
認
し
、
傷
病
者
の
症

状
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
非
常
に

危
険
な
状
態
だ
と
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
一
覧
表
で
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
け
で
な
く
応
急
処
置
や

救
命
処
置
の
イ
ラ
ス
ト
を
加
え
れ

ば
、
早
期
に
住
民
に
よ
る
止
血
や

心
肺
蘇
生
を
手
助
け
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
多
く
の
人
が
集
ま
る

施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
こ
の
一

覧
表
を
配
布
し
、
救
命
講
習
会
を

同
時
に
開
催
す
れ
ば
よ
り
確
実
な

住
民
に
よ
る
救
命
処
置
の
普
及
に

も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
薬

局
な
ど
の
処
方
箋
と
一
緒
に
配
布

し
た
り
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
し

て
病
院
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
置
け

ば
多
く
の
人
が
手
に
す
る
機
会
が

増
え
、
救
急
医
療
が
よ
り
身
近
な

も
の
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
日
本
で
は
、
救
急
車
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
通
報
か
ら
約

８
分
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

８
分
間
を
家
族
や
通
報
者
の
手
に

よ
っ
て
命
を
繋
ぐ
８
分
間
に
す
る

こ
と
が
、
大
切
な
人
の
命
を
救
う

大
き
な
架
け
橋
に
な
り
ま
す
。
私

た
ち
も
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
全
力
で
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
命
を
救
う
ス
タ
ー
ト
ボ

タ
ン
を
押
す
の
は
、
間
違
い
な
く

住
民
の
皆
さ
ん
あ
な
た
方
で
す
。

あ
な
た
も
大
切
な
人
の
命
を
守
れ

る
、
そ
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
二
つ
の
提
案
が
御
守
り
に
な

り
、
今
よ
り
多
く
の
命
が
救
え
る

未
来
が
訪
れ
る
事
を
私
は
強
く
望

ん
で
い
ま
す
。

平成26年度徳島県消防職員意見発表会で最優秀賞を受賞

今
月
の
健
康

　
冷
え
性
に
つ
い
て

　

寒
く
な
る
と
、
体
の
冷
え
に

悩
ま
さ
れ
る
方
が
、
特
に
女
性
に

多
く
な
り
ま
す
。
男
性
に
比
べ
る

と
、
熱
を
作
り
出
す
筋
肉
が
１

割
ほ
ど
少
な
く
、
皮
膚
の
表
面

温
度
が
低
い
、
貧
血
や
低
血
圧
の

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
理

由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生

活
習
慣
が
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

冷
え
を
防
ぐ
に
は
、
衣
服
な

ど
の
調
節
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
や

運
動
で
体
を
温
め
る
こ
と
が
基

本
に
な
り
ま
す
。
食
事
は
、
１
日

３
食
決
ま
っ
た
時
間
に
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
か
で
も
、

朝
食
は
体
温
を
上
げ
た
り
体
の

リ
ズ
ム
を
整
え
た
り
し
て
く
れ

ま
す
。
食
べ
物
で
は
、
し
ょ
う
が

や
ネ
ギ
、
唐
辛
子
、
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
は
、
体
を
温
め
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

運
動
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
全
身
運
動
や
睡
眠
前
の
ス
ト

レ
ッ
チ
が
有
効
で
す
。
体
の
熱
の

６
割
は
筋
肉
の
運
動
に
よ
り
作

ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
調
が
長
く
続
く
場
合
は
、

疾
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
異
常
な
冷
え
を
感
じ
た
ら
、

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
号
は｢

花
粉
症｣

に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
合
う　

心
と
心
が　

じ
こ
ふ
せ
ぐ	

尾
上　

泰
樹
（
川
田
西
小
学
校
５
年
）
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～土曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

花と水とこおり
(10:30～11:00)
講師:A.I.S
うさぎのミコヤン

＊BPプログラム

3
ひなまつり
(10:30～11:00)

4
子育て何でも相談
(10:30～11:30)
家庭相談員が
お聞きします

5　★予約制
赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
(10:00～10:30)
チャイルドヨガ＆

マッサージ
(11:00～11:30)
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

6
自由遊び

＊ブレスレット受付開始
＊英語受付開始
＊川島公民館受付開始

7
自由遊び

8 9
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！
(10:30～11:00)
講師:後藤田幸子さん
＊BPプログラム

10
絵本の読み聞かせ
(10:30～11:00)
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし

11　※予約制
お誕生会
(10:30～11:00)
講師:お話グループ
　　　　　　みるく

12
身体測定

＊ピラティス受付開始

13　
プラ板を作ろう！
(10:30～11:00)

14
自由遊び

15 16
＊BPプログラム

17　■予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を
　　　楽しもう～
(16:00～16:30)
講師:筑木純子さん

18　
自由遊び

19　
自由遊び

20　●予約制
天然石
ブレスレット作り
(10:30～11:30)
講師:武岡有美さん

21
春分の日

22 23　◎予約制
産後の骨盤引き締め
ピラティス体験会
(10:30～11:30)

＊BPプログラム

24
リトリト☆

リトミック♪
(10:30～11:00)
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

25　▲予約制
川島公民館で
あそぼう！
(10:30～11:30)

26
ファミサポ講習会

「親子の身体あそび」
(10:30～11:00)

27
自由遊び

28
春のmini
ミニフェスタ
(10:00～
11:30)

29 30
自由遊び

31
自由遊び リトリト☆リトミック♪　今月のうた  「ひなまつり」

※お誕生会　対象：３月生まれのおともだち
＊３月生まれのお子さんは、前日までに申し込んでください。
　該当児以外でも、一緒に楽しめます。
　お誕生会終了後、下塚潤一さんの写真撮影有り！

■Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児　＊申し込みが必要です。６日（金）から受付開始。

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
　　チャイルドヨガ＆チャイルドマッサージ
対象：０カ月〜歩くまで（10:00〜）　　１歳〜３歳（11:00〜）　　
ベビー持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶や

ミルク（水分補給用）オムツをはずすための防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚、飲み物
＊お母さんは動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。２月16日（月）から受付開始。

13日　プラ板を作ろう！
かわいいオリジナルプラ板を作ろう！

＊親子の絆作りプログラム〜赤ちゃんがきた！〜（愛称BPプログラム）
対象：平成26年10月2日から平成27年１月2日生まれの

初めてのお子さんとお母さん
時間：午後１時30分〜３時30分（４回連続講座です）
定員：20組（５組未満の場合は中止、定員越えの場合は抽選）参加費：無料
※申し込みが必要です。２月26日（木）までに申し込んでください。

28日　春のminiミニフェスタ
カラオケ大会出場者大募集！
対象：親子出演の部、お子さん出演の部、保護者出演の部
※音源（CDなど）の準備はご自身でお願いします。
※20日（金）までに申し込んでください。

◎産後の骨盤引き締めピラティス体験会
インナーマッスルを鍛えて姿勢を正し、美しい姿勢を手に入れましょう！
講師：ピラティスインストラクター 山中梨沙さん　持参物：タオル、飲み物
対象：生後６カ月までのお子さんを持つママ
※申し込みが必要です。12日（木）から受付開始。
※しめつけのない楽な服装でお越しください。

▲川島公民館であそぼう！
川島公民館でわいわいみんなで楽しみましょう〜♪　何をするかはお楽しみ☆
※申し込みが必要です。６日（金）から受付開始。

●天然石ブレスレット作り　参加費：1,000円
天然石を使って、すてきなブレスレットを作りましょう☆
＊申し込みが必要です。６日（金）から受付開始。
＊託児希望の方は申し込み時にお伝えください。

先着15組

先着10組

先着７組ずつ

26日　ファミサポ講習会「親子の身体あそび」
四国大学田村典子先生による親子講習会！
家族の絆が今以上に深まります☆　ぜひご参加ください♪
講師：四国大学 生活科学部 児童学科　教授　田村典子さん
対象：子育て中の親子、子育てをサポートしたい方
※動きやすい服装でお越しください。
※当日、託児はありません。親子で一緒に楽しんでください。

先着100人

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
せ
ら
な
い　

早
め
の
準
備　

心
の
余
裕	

鈴
木　

彩
子
（
鴨
島
東
中
学
校
２
年
）
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[電力消費機器]　本体の主電源を切る。

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／18時〜22時  ☆休日／9時〜13時、14時〜18時、19時〜22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

２月・３月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室２月・３月の介護予防教室

2

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
16 月 9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川

健

康

チ

ェ

ッ

ク

17 火 13:30～14:30 湯立会館 山 川

18 水
9:30～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷
19 木 9:30～10:30 こだま会館 川 島 口腔（こうくう）ケア
20 金 13:30～14:30 飯尾会館 鴨 島
23 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷

24 火
9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島

25 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島
26 木 9:30～10:30 東児島老人憩の家 川 島 口 腔 ケ ア

27 金
9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島

13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷

3

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 月 9:30～10:30 南町集会所 山 川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

5 木
9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 栄 養 の お 話

13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 口 腔 ケ ア
6 金 9:30～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 栄 養 の お 話
9 月 13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 介 護 予 防 体 操

10 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島
11 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島
12 木 13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 栄 養 の お 話
13 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操

２月 ３月 医　院　名 電話番号
⑪ 25 中西内科クリニック 42-6755
12 17 富 本 医 院 42-3123
13 ⑮ グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
14 � 森 住 内 科 医 院 22-3010
⑮ 24 杏 和 医 院 22-0333
16 � 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
17 � 麻名内科外科クリニック 26-0020
18 さ く ら 診 療 所 42-5520
19 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
20 28 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
21 30 知恵島皮膚科診療所 36-9012
� 27 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
23 31 糸田川クリニック 24-7555
24 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
25 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
26 古本内科クリニック 24-7377
27 石 原 小 児 科 24-2388

２月 ３月 医　院　名 電話番号
28 糸 田 川 眼 科 24-2531

① リバーサイドクリニック岡田 24-8884
2 美 摩 病 院 24-2957
3 渡 辺 医 院 24-7177
4 四 宮 医 院 25-2016
5 松 永 医 院 42-2110
6 杉 山 医 院 25-2802
7 矢 田 医 院 25-2006
⑧ 石原内科循環器科 24-2536
9 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
10 阿 部 整 形 外 科 24-4880
11 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
12 谷 医 院 42-2353
13 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
14 岸 整 形 外 科 25-3133
16 鴨 島 病 院 24-6565
18 工 藤 内 科 医 院 42-3113

２月 ３月 医　院　名 電話番号
19 大 内 整 形 外 科 24-3058
20 高橋皮膚科クリニック 24-5122
23 井 内 内 科 24-3070
26 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ス
マ
ホ
見
て　

自
分
に
迫
る　

危
機
見
え
ず	

上
野　

晏
希
（
鴨
島
第
一
中
学
校
３
年
）

26



山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

「
侵
食
捜
査
」	

安
東
能
明　

著

【
児
童
書
】

「
て
ぶ
く
ろ
」

	

い
も
と
よ
う
こ　

著

「
犬
を
か
う
ま
え
に
」

	

赤
羽
じ
ゅ
ん
こ　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
２
月
、３
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

▼
児
童
虐
待
と
は

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
会

と
き 

３
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

◆
親
子
手
作
り
教
室

	

「
飛
び
出
す
カ
ー
ド
」

と
き　

３
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
開
室
時
間

	
午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、祝
日
、年
度
末
図
書
整
理

日（
３
月
18
日
㈬
～
21
日
㈯
㈷
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本
の

よ
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
、紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
べ
ん
け
い
飛
脚
」

	

山
本
一
力　

著

「
自
覚
」	

今
野
敏　

著

「
現
調
」	

遠
藤
武
文　

著

「
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
」	

有
川
浩　

著

「
殺
意
の
産
声
」	

鏑
木
蓮　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
２
月
27
日
㈮
、３
月
31
日
㈫
）、

年
間
蔵
書
点
検
（
３
月
４
日
㈬
～

13
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
14
日
㈯
、
３
月
14
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら（
約
30
分
間
）

／
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

２
月
21
日
㈯
（
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ

ペ
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
27
日
㈮
、３
月
31
日
㈫
）

◆
写
真
展
『
身
近
な
風
物
詩
Ⅲ
～

歴
史
を
刻
む
物
～
』
川
村
泰
史
さ

ん
×
阿
部
和
剛
さ
ん

と
き　

２
月
28
日
㈯
ま
で

入
場
料　

無
料

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

●
身
体
的
虐
待

　

殴
る
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る

な
ど
。

●
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
な
ど
。

●
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

車
内
に
放
置
す
る
な
ど
。

●
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
や
無
視
、
兄

弟
間
で
の
差
別
扱
い
、
子
ど
も
の

前
で
Ｄ
Ｖ
を
行
う
こ
と
な
ど
。

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
。

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い

訳
。

③
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
。

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
時
に
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
最
寄
り
の
児
童
相

談
所
、
市
町
村
の
窓
口
に
通
告
す

る
こ
と
！　

こ
れ
は
義
務
で
す
。

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

※
24
時
間
対
応
で
最
寄
り
の
児
童

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
か
ら
の
通
告
が
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

[電力消費機器]　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。

図
書
だ
よ
り

　

先
日
、
森
山
幼
稚
園
へ
避
難
訓

練
の
撮
影
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
火
災
を

想
定
し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

訓
練
が
終
わ
っ
た
後
、
園
児
た
ち

は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
消
防
車
を

見
学
し
て
い
ま
し
た
。
近
年
、
火

災
の
み
な
ら
ず
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
に
対
す
る
訓
練
も
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
と
な
る
保
育
所
や
幼
稚

園
、
学
校
な
ど
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
定
期
的
に
訓
練
な
ど
を
行
い
、

こ
の
笑
顔
を
守
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
編
）

編
集
後
記

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

児
童
虐
待
か
ら子

ど
も
を
救
お
う
！

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

青
少
年
育
成
補
導

　
山
の
表
情

鴨
島
東
中
学
校　

喜
島　

真
子

夏
に
な
っ
た
ら　

山
は
元
気
に
緑
色

秋
に
な
っ
た
ら　

夏
の
日
焼
け
で

オ
レ
ン
ジ
色

冬
に
な
っ
た
ら　

雪
が
つ
も
っ
て

真
っ
白
に

春
は　

山
が
恋
を
し
て
ピ
ン
ク
色

山
に
も
い
ろ
い
ろ
気
分
が
あ
る

す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
性
格
だ

四
色
ど
れ
も
が
と
て
も
美
し
い

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
9
号
」よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
夜
の
道　

ラ
イ
ト
で
示
す　

自
分
の
居
場
所	
山
野　

香
帆
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）新

2015年（
平

成
27年

）2月
号

通
巻

125号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
2
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